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確認しよう　エイズの正しい知識
エイズはウ イルスが何ら かの原因で 匕

卜の身体に 入ると感染する 病気ですO そ

のルートと して性行為、注射器の共用、

母子感染があります。そしてもう一つ、

薬害によるエ イズが判明しましたO 薬害

エイズは安 全であるぺき薬の中にウイル

スが混入したために起 ったものです。最

近の輸血では安 全率がかなり高まってい

ますが、かつて思わぬ病気やけがで輸血

を受けたりした方は大勢いらっしゃるで
しょう。病気 の治療のための血液製剤投

与など、あ らためて私たちに「他人事」

ではないエイズのありさまを 伝えていま

す。

家庭で、職場で、地域で、エイズに関

する正しい知識を持ち対応することが求

められてい ます。

昨 年の「愛々祭( らぶらぷふ ぇすた) 」 会場 クイズコーナー( エイズを知 って大人になろう)

エ
イ
ズ
の

基
本
知
識

エ
イ
ズ
は
H
I
V
(

ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
)
が
原
因
の
病
気
で
す
。H
I
V

が
ヒ
ト
の
身
体
の
中
へ
入
る
経
路

は
。
通
常
次
の
3
つ
し
か
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。

▽
S
E
X
(

性
行
為
)

▽
注
射
器
の
共
用
(
麻
薬
な
ど
の
ま
わ

し
打
ち
)

▽
母
子
感
染

H
I
V
は
、
七
卜
の
身
体
の
中
で
免

疫
を
つ
か
さ
ど
る
リ
ン
パ
球
に
入
り
込

み
ま
す
。
そ
の
た
め
、H
I
V
に
感
染

す
る
と
抵
抗
力
が
落
ち
、
普
段
な
ら
何

で
も
な
い
細
菌
や
カ
ビ
な
ど
に
侵
さ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、H
I
V

が
身
体
に
入
っ
て
も
す
ぐ
に
エ
イ
ズ
特

有
の
症
状
が
出
て
ぐ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
に
よ
っ
て
差
は
あ
り
ま
す

が
、
感
染
し
て
か
ら
エ
イ
ズ
を
発
症
す

る
ま
で
に
は
1
0年
く
ら
い
関
が
あ
り
ま

す
。
無
疵
暎
期
に
は
ま
っ
た
く
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
発
症
し
た
の
ち
も
適

切
な
治
療
で
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

な
が
ら
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

東
京
都
で
の
愚
者
・
感
染
者
数
は
、

少
な
く
と
も
千
人
以
上
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
エ
イ

ズ
の
こ
と
を
避
け
て
は
通
れ
な
く
な
り

ま
す
が
。
そ
こ
で
必
要
な
こ
と
の
一
つ

は
、
正
し
い
知
識
を
も
つ
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
感
染
者
の
立
場
を
理
解
し
て

お
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の

知
識
を
確
認

保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は
、
住
区

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ー
エ
イ
ズ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
。
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を

利
用
し
て
エ
イ
ズ
に
関
し
て
周
知
・
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
、
住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
お
い
て
、
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
は
、「
日
常
生
活
で
感
染
し
な
い
」に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
正
解
で
し

た
。し
か
し
、「
咳
や
く
し
ゃ
み
で
感
染

す
る
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
ま
だ
一
創

以
上
、「
蚊
で
思
染
す
る
」と
思
っ
て
い

る
人
は
約
半
数
も
い
ま
す
。「
何
回
も
闖

い
て
、
も
う
た
く
さ
ん
」
と
思
っ
て
い

る
方
も
、
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
自
分

の
エ
イ
ズ
に
関
す
る
知
識
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

エ
イ
ズ
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
相
談
は

足
立
保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

HI V 検査受診のお勧め
病
気
の
治
療
の
た
め
に

使
用
さ
れ
た
非
加
熱
血
液

凝
固
因
子
製
剤
に
H
I
V
　
(

エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
)
が

混
入
し
て
い
た
た
め
H
I
V

に
感
染
し
た
こ
と
が
、

現
在
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
次
の
条
件
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
で
き

る
だ
け
早
く
ご
自
分
の
か

か
っ
て
い
た
医
療
機
関
ま

た
は
保
健
所
で
ご
相
鮫
の

う
え
、H
I
V
抗
体
検
査

を
受
け
る
こ
と
を
お
勤
め

し
ま
す
。

▽
昭
和
5
3年
か
ら
昭
和
6
3

年
の
閧
に
次
の
よ
う
な
病

気
で
入
院
し
た
こ
と
が
あ

る
方・
:新
生
児
出
血
症
(
新
生
児
メ
レ

ナ
、
ビ
タ
ミ
ン
K
欠
乏
症
等
)
等
の
病

気
で
「
血
が
止
ま
り
に
く
い
」
と
指
摘

を
受
け
た
方
/
肝
硬
変
や
劇
症
肝
炎
で

入
院
し
、
出
血
の
著
し
か
っ
た
方
/
食

道
静
脈
瘤
の
破
裂
、
消
化
器
系
疾
患
に

よ
り
大
量
の
吐
下
血
の
あ
っ
た
方
/
大

量
に
出
血
す
る
よ
う
な
手
術
を
受
け
た

方
(
出
産
時
の
大
一
出
血
も
含
む
)

※
区
で
は
足
立
保
健
所
、
千
住
保
健
所

で
抗
体
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
(
匿

名
検
査
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
)
。実
施
日
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
先
=
足
立
保
健
所

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

魯
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

各保健所から送られた
血液を衛生試験所で検査

ゼラチン粒子凝集反応
試薬による検査

み
ん

な
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
!

次
の
う
ち
正
し
い
も
の
に
q
ま
ち

が
っ
て
い
る
も
の
に
×
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
〔
正
解
は
2
面
欄
外
で
す
〕

山
エ
イ
ズ
に
感
染
し
て
も
す
ぐ
に
は
発

病
し
な
い

a
エ
イ
ズ
は
抵
抗
力
が
落
ち
る
病
気
で

あ
る

ぶ
プ
ー
ル
や
風
呂
な
ど
で
簡
単
に
感
染

す
る

Ⅲ
感
染
経
路
は
性
的
接
触
が
主
な
も
の

で
あ
る

6
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
赤
血
球
に
と
り

つ
く

い
か
が
で
し
た
か
?
多
く
の
人
が
エ

イ
ズ
は
こ
れ
か
ら
も
増
え
る
と
考
え
て

い
ま
す
。思
者
・
感
染
者
(
P
W
A
と

い
い
嫐
y
)
の
方
も
、み
ん
な
同
じ
生

活
者
で
す
。エ
イ
ズ
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
た
く
さ
ん
持
ち
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
足
立
区
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

葦
立
ち

ベ
ル
モ
ン
ド
市
と
の
交
流

紅
葉
し
た
街
路
樹
が
散
ひ
急
ぎ

本
格
的
な
冬
は
も
う
真
近
で
す
。

さ
て
、1
0月
初
旬
、
姉
妹
都
市

の
ベ
ル
モ
ン
ド
市
か
ら
学
生
使
節

団
が
訪
れ
ま
し
た
。
一
行
は
区
内

巡
り
の
ほ
か
、
亀
田
小
や
伊
興
中

を
訪
れ
、
一
緒
に
給
食
を
食
べ
た

り
、
け
ん
玉
や
竹
馬
な
ど
日
本
の

伝
統
的
な
遊
び
に
興
ず
る
な
ど
し

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

学
生
使
節
団
は
、
昭
和
6
1年
か

ら
始
ま
り
、
夏
休
み
に
は
足
立
の

中
学
生
が
行
き
、
秋
に
は
ベ
ル
モ

ン
ド
の
学
生
が
来
る
と
い
う
形
で

す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。
こ

の
相
互
訪
問
を
支
え
て
い
る
の
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
く
だ
さ
る

区
民
の
方
々
で
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
宿
泊

の
提
供
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
送

り
迎
え
や
中
の
一
日
を
学
生
と
一

緒
に
遊
ぶ
な
ど
、
本
当
に
親
身
に

な
っ
て
世
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
帰
国
前
日
の
さ
よ
な
ら
パ

ー
テ
ィ
の
と
き
、
涙
を
流
し
屑
を

抱
い
て
ホ
ス
ト
と
別
れ
を
惜
し
ん

で
い
る
姿
を
見
、心
の
交
流
こ
そ
、

異
文
化
を
理
解
す
る
上
で
最
も
大

切
で
あ
る
こ
と
を
実
惑
い
た
し
ま

し
た
。

そ
の
後
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
方
が
旅
行
で
あ
ち
ら
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
世
話
を
し
た
学
生
の
冢

簒
か
ら
大
歓
迎
を
受
け
た
と
伺
い

ま
し
た
。
真
の
国
際
理
解
は
草
の

根
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
。

様
々
な
形
の
交
流
が
広
が
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

区
長
　
吉
田
万
三
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震
災
時
の
交
通
規
制

環
七
の
内
側
は
全
面
一
般
車
両
通
行
禁
止

大
震
災
発
生
直
後
の
交
通
混
乱
を
最

小
限
に
と
ど
め

、
被
災
者
の
安
全
な
避

難
と
緊
急
車
両
の
通
行
路
を
確
保
す
る

た
め
に

、
足
立
区
内
で
は
環
七
(

環
状

七
号
線
)

の
内
側
が
全
面
一
般
車
両
通

行
禁
止
と
な
り
ま
す
。
ま
た

、
環
七
の

外
側
に
お
い
て
も
国
道
四
号
線
や
尾
久

轎
通
り
等

、
主
要
幹
線
道
略
は
交
通
規

制
さ
れ

、
緊
急
道
路
等
に
な
り
、
さ
ら

に

、
足
立
区
と
埼
玉
県
の
境
で
は
一
般

道
路
も
含
め
全
面
流
出
・
流
入
と
も
通

行
禁
止
と
な
り
ま
す
(
左
図
参
照
)
。「
阪

神
・
淡
路
大
震
災

」
で
は
、
交
通
渋
濳

に
よ
り
緊
急
車
両
の
到
着
が
大
幅
に
遅

れ

、
救
命
・
救
助
活
動
等
に
支
障
が
で

ま
し
た

。

こ
の
貴
重
な
教
訓
を
生
か

す
た
め
に
も
、
震
災
時
の
自
動
車
の
使

用
は
絶
対
に
や
め
、
緊
急
車
両
の
通
行

や
救
援
物
資
の
供
給
活
動
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
交
通
安
全
対
策
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

※
交
通
規
制
に
関
し
て
は
各
警
察
署
交

通
総
務
課
へ

千

住

霤
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井

眥
(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾

瀬

昔
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

あなたの
ワ ン チ ャ ン

大丈夫?

犬
は
、
危
険
を
感
じ
た
り
、
驚
い
た

り
す
る
と
、
身
を
守
る
た
め
、
本
能
的

に
人
を
か
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
犬
の

嫌
い
な
人
は
、
飼
い
主
が
何
で
も
な
い

と
思
う
ぷ
つ
な
こ
と
で
も
、逃
げ
た
り
、

騒
い
だ
り
し
て

、
そ
の
た
め
に
か
ま
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
犬
の
前
に
急
に

飛
び
出
し
た
り
、
逃
げ
た
り
、
駆
け
出

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

八
足
立
保
健
所
・
千
住
保
健
所
V

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
専
門

学
校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。期
間

1
1
1
月
1
日
～
9
年
2
月
2
8
日
※
申

込
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0日
間
か
か
り
ま

す
。
志
望
校
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
す
で
に

入
学
金
等
を
納
入
済
の
場
合
は
融
資
で

き
ま
せ
ん

対
象
―
私
立
高
校
・
高
等

専
門
学
校
ま
た
は
大
学
入
学
資
格
を
得

ら
れ
る
、
私
立
の
専
修
学
校
高
等
課
程

進
学
予
定
者
と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/

足
立
区
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居

住
し
、
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
/

平
成
7
年
中
の
年
収
が
次
の
限
度
額

以
下
の
方

▽
給
与
所
得

者
…
支
払
給
与
の
総
額
1

千
万
円
以
下

▽
事
業
所

得
者
・・・
総
所
得
金
額
等
8

百
万
円
以
下

※
前
記
条

件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
で

も
取
扱
金
融
機
関
貸
付
基

準
に
よ
り
融
資
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

融
資
金
額
-
1
0
万
円
～
5
0
万
円
(
1

万
円
単
位
)

融
資
対
象
=
志
望
校
入

学
手
続
き
時
の
一
低
納
付
額
(
授
業
料

・
寄
付
金
は
対
象
外
)
お
よ
び
制
服
代

・
教
科
書
代
(
1
0万
円
・
2
万
円
の
定

額
算
定
)

利
率
1
年
3
%

返
済
―

融
資
を
受
け
た
日
の
翌
月
か
ら
3
年
以

内
(
元
金
均
等
月
賦
償
還
)

取
扱
金

融
機
関
―
足
立
農
業
協
同
組
合
の
本
・

支
店
、
足
立
区
内
の
足
立
信
用
金
嗜
・

成
和
信
用
金
疸

保
証
1
金
融
機
関
所

定
の
保
証
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(保
証
料
は
区
で
負
担
)
申
・
問
先
―

学
務
課
振
興
係

霑
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

部
落
差
別
と
そ
の
他
の
差
別

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
残
念
な
こ

と
に
ま
だ
ま
だ
色
々
な
差
別
が
残
っ

て
い
ま
す
。
部
落
差
別
(
同
和
開
題
)

も
そ
の
一
つ
で
す
。
部
落
差
別
が
他

の
差
別
と
異
な
っ
て
い
る
点
は
、
政

治
的
、
人
為
的
に
つ
く
ら
れ
た
身
分

差
別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
こ
れ

が
日
本
固
有
の
差
別
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
基
本
的
人
権

が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
ど

の
差
別
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

部
落
差
別
の
起
こ
り
は
、
江
戸
時

代
に
徳
川
幕
府
が
幕
藩
体
制
を
維
持

す
る
た
め
に
、「
士
・
農
・
エ
・
商
」

の
下
に
、
さ
ら
に
低
い
身
分
を
つ
く

っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
身

分
の
人
々
は
、
町
は
ず
れ
や
村
は
ず

れ
の
劣
悪
な
環
境
に
庄
ま
わ
さ
れ
、

生
活
全
般
に
わ
た
り
制
限
を
受
け
差

別
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
4
年
に
解
放
令
が

出
さ
れ
、
こ
れ
で
最
下
層
と
し
て
の

身
分
は
な
く
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

圃
年
以
上
経
過
し
た
現
在
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ら
被
差
別
部
落
(
同
和
地

区
)
の
人
々
に
対
す
る
差
別
事
件
が

起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
長
い
年
月
、
差
別
の

続
い
て
い
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

被
差
別
部
落
の
人
々
に
対
す
る
差
別

意
識
が
、
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
誤
っ
た
差
別
意
識
は
、

差
別
す
る
側
に
も
さ
れ
る
側
に
も
、

不
幸
し
か
、
も
た
ら
し
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、同
和
対
策
衵
当
へ

ひ
ろ

ば

【
投
稿
規
程
】サ
ー
ク
ル
情
報
、

催
し
物
な
ど
の
案
内
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
/
営
利
・
宗
教
・
政
治
目

的
の
も
の
、
会
費
が
月
額
4
千
円

を
超
え
る
も
の
、
投
稿
内
容
が
不

備
な
も
の
は
掲
載
で
孝
ま
せ
ん
/

―
団
体
L
事
業
/
3
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
事
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費
用
(
入
会
金
、月
額
、
使

滴
な
ど
)
を
明
記
し
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/

掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
サ
ー
ク
ル
募
集
は
先
着
順
/
催
し

物
の
締
め
切
り
は
、
発
行
日
の
1
ヵ
月
前

投
稿
・
問
先
―
広
報
課

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
投
稿
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

〒
1
2
0中央
本
町
―
-
1
7
-―

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

=
催
し
物
=

☆
女
性
セ
ミ
ナ
ー
「
要
領
の
い
い
人
悪

い
人

」
杪
一
月
1
3
日
(
金
)
、
午
前
1
0
時
3
0

分
～
1
2
時
/

大
谷
田
谷
中
住
区
セ
ン
タ

ー
/

無
料
/

清
水

酋
(
3
6
2
8
)
4
3
2
8

☆
ク
リ
ス
マ
ス
・
ふ
れ
あ
い
・
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
(

障
害
者
と
歩
む
葦
の
会
)
1
2

月
1
5日
(
日
)
、
午
前
1
0
時
～
1
2
時
/

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

無
料
/
1
0
0人
(

先

咎
順
)
/

董
の
会
作
業
所

豐
(
3
8
5
7
)
8
8
3
9

☆
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア

タ
ー
「
ピ
ー
タ
ー
フ

ビ
ッ
ト

」1
2

月
1
4
日
(
土
)
、
午
後
3

時
1
5
分
/

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/

大
人

・
子
供
崩
円
/

星
川
葭
夫

?
3
9
6
4
)
7
8
5
7

☆
映
圃
鑑
賞

「
絵
の
中
の
ぼ
く
の
村
」1
2

月
1
5
日
、
午
後
2

時

、6

時
3
0分
の
2

回
/

生
涯
学
習
館
ホ
ー
ル
/

当
日
千

3
0
0
円
(
前
売
千
円
)
/
寺
山

酋
(
3
8
9
7
)
5
8
2
4

☆
足
立
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
「年
忘
れ
講

演
と
食
事
会
」1
2
月
1
日
百
)
、午

後
o
時
3
0
分
～
3
時
/
竹
の
碾
セ
ン
タ

ー
/
食
事
代
千
瞋
円
/
石
川

魯
(
3
8
8
8
)
9
8
6
4

☆
病
人
食
(
治
療
食
)
勉
強
会
1
1
月

3
0
日
(
土
)
、午
後
1
時
～
4
時
3
0
分
/

エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
治
療
食
の
料
理
実

習
/
教
材
費
s
円
以
内
/
田
代

酋
(
3
8
6
0
)
4
3
8
6

☆
第
1
0回
青
井
あ
か
し
あ
祭
1
2
月
1

日
(
日
)
、午
前
1
0時
～
午
後
2
時
3
0分
/

青
井
あ
か
し
あ
の
冢
(
青
#
3
1
1
6
-
6
)
/

展
示
・
バ
ザ
ー
・
模
擬
店
等

酋
(
3
8
4
8
)
4
4
7
Q
}

=
募
集
=

☆
コ
ー
ー
フ
ス
サ
ー
ク
ル
(
す
か
ん
ぽ
)

毎
週
水
曜
日
、午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

/
新
田
保
育
園
/
月
額
2
千
円
/
西
巻

雲
(
3
9
A
)
3
8
1
6

☆
話
し
方
ス
ピ
ー
チ
勉
強
会
(
ぽ
す
)

毎
月
―
回
水
曜
日
、
午
後
6
時
3
0分
～
8

時
3
0分
/
月
額
千
円
/
―
回
の
み
の

参
加
も
歓
迎
/
西
部

?
5
6
1
6
)
8
6
7
0

☆
愛
唱
歌
を
唄
う
会
(
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン

ド
)

第
1
・
4
木
曜
日
、
午
後
7
時

～
9
時
/
千
住
あ
ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
千
円

※

女
性
の
み
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
す
/

本
多

酋
(
3
8
8
1
)
2
5
7
9

☆
デ
ッ
サ
ン
・
水
彩
画
(
佐
野
水
彩
画

ク
ーフ
ブ
)

毎
週
水
曜
日
、
午
後
6
時
3
0

分
1
8
時
3
0分
/
佐
野
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
月
額
3
千
5
0
0円/
中
田

登
(
3
6
0
6
)
5
6
5
3

☆
朗
読
サ
ー
ク
ル
(
あ
め
ん
ぼ
)
第
2

・
4
火
曜
日
、午
後
2
時
～
4
時
/
舎

人
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月

額
2
千
円
/
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
有

/
杉
田
登
(
3
8
5
7
)
3
7
0
1

☆
コ
ー
フ
ス
(
ね
む
の
木
)
毎
週
木

曜
日
、午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
/
保
坂

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
2
千
5
0
0円/
小

林

魯
(
3
8
6
0
)
6
2
1
9

☆
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
(
カ
サ
ブ

ラ
ン
カ
)
毎
週
月
曜
日
、午
後
1
時
～

3
時
/
江
北
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
3

千
円
/
体
験
コ
ー
ナ
ー
あ
り
/
片
岡

(
夜
問
)
き
(
3
8
5
7
)
4
8
1
7

☆
茶
道
サ
ー
ク
ル
(
紅
朋
会
)
第
1
・
3

木
曜
日
、
午
後
6
時
1
9
時
/
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
ほ
か
/
月
額
3
千
円
(
初
心

者
向
)
/
高
橋

S
(
3
8
8
1
)
6
5
9
3

☆
茶
道
サ
ー
ク
ル
(
友
希
会
)

月
2

回
金
曜
日
、
午
後
6
時
～
9
時
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
月
額
3
千
5
0
0円/

高
橋
?
3
8
8
6
)
3
9
6
0

☆
東
京
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ーフ
ブ

散
策

か
ら
百
名
山
ま
で
/
入
会
金
千
円
、
年

額
3
千
円
/
平
松

豊
(
5
2
4
2
)
9
7
4
0

☆
手
編
み
サ
ー
ク
ル
(
か
の
こ
会
)

木
曜
日
(
月
3
回
)
、午
後
7
時
～
9
時
/

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
3
千
円
/
赤
松

魯
(
3
8
4
9
)
5
3
6
8
(

夜
間
)

☆
茶
道
(
石
州
会
)

日
曜
日
(
月
2

回
)
、時
間
は
相
談
の
上
/
自
宅
(
花
畑
4
-
3
2
-
1
1
)
/

月
額
3
千
円
/
千
葉

魯
(
3
8
8
4
)
9
6
1
2

☆
足
立
太
極
拳
愛
好
会

毎
週
木
曜

日
、
午
後
6
時
3
0分
1
8
時
3
0分
/
東

京
武
道
館
ほ
か
/
入
会
金
3
千
円
、
月

額
3
千
S
円
/
渡
辺

?
3
8
8
3
)
9
1
0
0

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
(
出
店
者
募
集
)
1
2

月
8
日
(
日
)
午
前
1
0時
～
午
後
2

時
※
雨
天
の
場
合
は
狎一
月
1
5日
/
興
野

公
園
/
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
出
店
物
の
種
類
、
電
話
番
号
を

明
記
し
「
〒
圀

足
立
西
郵
便
祕
留
あ

き
ん
ど
滝
田
」(
1
1月
2
8日
消
印
有
効
)
/

グ
ル
ー
プ
あ
き
ん
ど
滝
田

魯
(
3
8
5
7
)
8
8
8
9

日
よ
け
・
看
板
の
突
き
出
し
等

に
は
許
可
が
必
要
で
す

区
で
は
、
身
近
な
生
活
道
路
の
一
層

の
安
全
性
・
快
適
性
の
向
上
に
つ
と
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
よ
け
・
看
板

の
突
き
出
し
、
歩
道
の
切
り
下
げ
を
し

な
い
車
の
乗
り
入
れ
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

・
街
路
樹
の
無
断
撤
去
な
ど
、
一
部
の

心
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
せ
っ
か
く

の
道
路
の
機
能
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要
で

す
道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
通
行
の
支
障
に
な
ら
ず
一

定
の
基
準
に
合
っ
た
も
の
に
限
っ
て
区

や
響
察
の
許
可
を
受
け
て
占
用
(
使
用
)

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
よ
け

・
突
き
出
し
一
板
の
設
置
ま
た
は
、
す

で
に
設
一
さ
れ
て
い
る
が
許
可
夲
受
け

て
な
い
も
の

▽
建
築
行
為
の
と
き
の

足
場
等

・
自
費
エ
S
承
昭
が
必
妥
で
す

駐
車
場
な
ど
乗
り
い
れ
る
際
の
L
型

溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
撤
去
等
の
工
事
を
す
る
時
は
、
必

ず
事
前
に
相
談
し
、
許
可
、
承
認
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
道
路
占
用
許

可
申
請
一
・
自
費
工
事
施
行
承
認
申
請

一
用
紙
は
、道
路
管
理
課
に
あ
り
ま
す
。

問
先
=
道
路
管
理
課
占
用
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

※ 「あなたもチャレンジ」の正解( l ) O( 2) 0( 3) × ( 4) 0( 5) ×
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保

健

ガ

イ

ド

頭
の
体
操
教
室

集
ま
れ・
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー

最
近
物
忘
れ
・
勘
違
い
に
気
付
い
た

方
、
い
っ
し
ょ
に
頭
と
身
体
を
ほ
ぐ
し

て
、
心
身
と
も
に
す
っ
き
り
し
ま
し
ょ

う
。

日
時
―
毎
月
第
2
水
曜
日

、
午

後
1
時
3
0分
I
3
時
3
0分

対
象
-
7
0

歳
以
上
の
方
で
千
住
地
域
に
お
住
い
の

方
S

用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
1

千
住
保
健
所

魯
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

健康カレンダー 12月の予定

12 月 の 献 血
日
時
等
―
表
―
の
と
お
り

問
先
―
東

京
東
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

魯
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

保
健
予
防
係

豊
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

表1

● 午前・午後実茴蕚る会場は^8011830: 分～午後
O時30分を 除く

講
演
会
更
年
期
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

碓
も
が
通
る

。
曲
が
り
角
'

こ
の
時

期
を
健
や
か
に
過
ご
す
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
程
等
1
1
1
月
2
7
日
(
水
)
、
1

月
2
3
日
(
木
)
、
午
後
1

時
3
0分
1
4

時

内
容
=

▽
1
日
目
・・・
体
の
変
化
と
上

手
に
付
き
e

つ
た
め
に
(

都
立
青
山
病

院
産
婦
人
科
医
師

早
乙
女
智
子
氏
)
　

▽
2

日
目
・・・
自
分
ら
し
く
生
舂
る
た

め
に
(

聖
徳
大
学
助
教
授

荒
木
ち
ね

こ
氏
)

定
員
-
8
0
人
(

先
着
順
)

費
用
―
無
料

場
・
申
・
問
先
―
足
立

保
健
所

S
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

お気軽にご 参加
ください

成人健康教室

成
人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機

関
実
施
)
を
受
け
た
方
は
、
保
健

所
、
保
健
相
談
所
で
健
康
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。
健
診
結
果
を
あ

な
た
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

日
時
等
I
表
2
の

と
お
り

定
員
―
各
4
0人
(
先
櫞

順
)

※
定
員
に
満
た
な
い
珊
合

は
、
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

方
で
も
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。

申
込
I
I
飫一

※
受
講
時

は
、
成
人
健
診
結
果
票
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
各
保
健

所
・
保
健
相
酸
所

表2

● 時間はいずれも、午後1時30分～3時30分

健康あ・ら・かると
ア
レ
ル
ギ
ー
と
空
気
汚
染

ア
レ
ル
ギ
ー
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人

の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
ほ
か
、
ス
ギ
花
粉

症
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
気
管
支
ぜ

ん
息
な
ど
様
々
な
症
状
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
で
は
3
人
に
1
人
が
ア
レ
ル

ギ
ー
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
し
て
最
も
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
は
、
室
内
の
ダ
ニ
や

ダ
ニ
由
来
の
物
質
で
す
。
そ
の
他
食
品

や
空
気
汚
染
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど

が
複
合
的
に
影一
し
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
、
空
気
汚
染
に
注
目
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
最
近
の
住
宅
は
、
サ
ッ
シ
窓
な

ど
を
使
っ
て
す
き
間
風
を
防
止
し
、
高

い
気
密
性
が
あ
り
ま
す
。
反
面
、
自
然

に
で
き
る
空
気
の
入
れ
換
え
は
、
ほ
と

ん
ど
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
意
識
的
に
換

気
を
心
掛
け
な
い
と
、
空
気
汚
染
で
思

わ
ぬ
事
故
が
起
こ
っ
た
例
も
あ
り
ま

す
。
室
内
の
空
気
汚
染
は
ア
レ
ル
ギ
ー

と
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暖

房
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
等
室
内
に
排
気
ガ
ス
の
出
る
タ
イ
プ

を
使
用
し
て
い
る
方
は
要
注
意
で
す
。

排
気
ガ
ス
に
は
二
酸
化
窒
素
が
含
ま

れ
、
換
気
が
悪
い
と
高
濃
度
に
な
り
大

気
汚
染
の
環
境
基
準
の
1
0倍
を
超
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ん
息
患
者
や
児

童
で
は
呼
吸
機
能
に
影
一
が
あ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
。私
遠
の
身
の
回
り
を
気
を
つ

け
て
見
て
く
だ
さ
い
。
多
種
類
の
化
学

物
質
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、ベ
ニ
ヤ
板
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
家
具
等
の
接
着
剤
と
し

て
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
築
の

家
や
家
具
を
購
入
し
た
と
き
は
高
い
濃

度
な
の
で
換
気
に
気
を
つ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
は
低
濃
度
で

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
寒
い
と
つ
い
換
気
を
怠
り
が
ち

に
な
り
ま
す
が
、
窓
を
開
け
た
り
換
気

扇
を
ま
わ
し
た
り
す
る
こ
と
も
健
糜
づ

く
り
の
一
つ
で
す
。

A
保
健
所
環
境
衛
生
監
視
員
V

1
2月
1

日

か
ら

事
業
系
ご
み
は
す
べ
て
有
料
で
す

都
・
清
掃
局
で
は
、
事
巣
者
処
理
S

任
の
徹
底
と
ご
み
の
排
出
抑
制
、
再
利

用
を
す
す
め
る
た
め
、
1
2月
1
日
か
ら
、

事
業
系
ご
み
の
全
面
有
料
化
を
行
い
ま

す
。
7
月
の
モ
デ
ル
商
店
街
で
の
試
行
、
1
0

月
の
管
内
全
地
域
で
の
試
行
結
果
を

ふ
ま
え
、
本
格
的
に
行
う
も
の
で
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

▽
事
業
系
ご
み
と
家
庭
ご
み
に
分
け
て

だ
す
こ
と

▽
事
業
系
ご
み
の
入
っ
た

袋
等
に
は
、
容
量
に
見
合
っ
た
有
料
シ

ー
ル
(
事
前
に
販
充
店
で
購
入
)
を
は

る
こ
と

▽
有
料
シ
ー
ル
に
は
記
名
す

る
こ
と

▽
集
積
所
で
は
事
業
系
ご
み

と
家
庭
ご
み
を
混
在
し
な
い
よ
う
に
左

右
な
ど
に
分
け
て
だ
す
こ
と

※
収
集

日
、
収
集
時
間
、
集
積
所
は
今
ま
で
ど

お
り
で
す

問
先
I
都
・
足
立
東
清
掃

亊
務
所

?
3
8
8
9
)
0
7
1
1

都
・
足
立
西
清
掃
事
務
所

魯
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1
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子育てを応援します

『足立区エンゼルプラン』を策定
平成

9 年
度
～13年

度

2
1世
紀
の
少
子
化
杜
会
に
対
応
す
る
た
め
に
は

。
社
会
全
体
が
子
育
て

蒼
支

援
し
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
讚
境
を
つ
く
づ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま

す
。女

性
の
杜
会
進
出
が
遣
み
、
保
育
所
整
備
計
画
の
見
瘋
し
や
、
地
域
保
健
福

祉
計
躙
で
の
児
竃
福
祉
分
野
の
充
実
の
必
薺
性
な
ど
か
ら
'
H
P

は
、
子
育
て

支

援
蛋
計
岡
的
に
遠
め
る
た
め
『
足
立
区
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の

プ
ーフ
ン
で
は

、「
子
育
て
と
仕
事
の
阿
立
支
援
」
と
「
家
庭
や
地
域
に
お

け
る
子

育
て
支
援
」
の
両
面
か
ら

、
区
民
が
I

び
と

誇
り
を
も

う
て

、
子
ど
も

を
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
構
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す

。

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
の
概
要

こ
の
計
図
で
は

、
就
学
前
の
孑
シ
も

お
よ
び

、
そ
の
保
護
者
に
対
す
る

籌
策

夸
中
心
に
据
え
る
も
の
と
し
ま
す

。

・

期
間

平
成
9

年
度
1
1
3
年
麗
ま
で
の
5

年
間

圖
基
本
目
標

①
安
心
し
て

子
育
て
の
で
き
る
環
境
つ

く
り

②
保
育
と
子
育
て
需
要
に
対
C
で

膏
る

ぶ
つ

、
認
可
保
育
所
の
充
実
と

「
そ
の

他
保
育
賢
源
」
の
活
用

③
子
弩
て
に
関
す
る

相
談
・
支
援
・
交

隋
機
能
の
充
実

圏
基
本
理
念

①
子

ど
も
を
も
ち
た

い
と
願
う
人

々

が
、
安
心
し
て
子
胃
て
の
で
き
る
環
境

づ
く
り

少
子
化
の
要
因
に
は
、人
々
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
意
識
の
変
化
(
未
婚
家

の
上
界
。晩
婚
化
等
)
か
あ
り
ま
す
。

異
体
的
に
は
、女
性
の
職
場
進
出
が
大

き
く
進
ん
で
き
た
こ
と
、頓
原
簒
化
の

進
行
や
家
族
の
孤
立
化
、庄
環
境
、教

胄
負
担
の
増
大
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
を
も
ち
、あ
る
い
は
も
ち
た
い

と
願
う
人
々
が
「安
心
し
て
子
育
て
の

で
き
る
瓊
埆
つ
く
り
ψ
t
推
進
し
ま
す
。

②
子
ど
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
一

さ
れ
る
讖
塊
づ
く
り

子
弯
て
支
援
の

た
め
の

施
策
は

、「
児

童
の
碓
利
条
約
」
の

趣
旨
に
そ
っ
て

。

子
ζ

詢

冩

が
健
や
か
に

成
長
す
る
こ

と
を

気
視
し
て
進
め
ま
す

。あ
わ
せ
て

。

「
児
童
の
最
善
の

利
益
」
に
か
か
3

サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
環

埆
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

③
子

ど
も
の
成
長
や
子
育
て

支
擾
の
た

め
の
地
域
社
会
の
協
力
に
よ
る
体
制
づ

子

育
て
に
関
し
て

は
、
親
か
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
家
r
が
、
急
激
な

社
会
の
変
化
の
中
で
援
助
を
必
興
と
し

て
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
区
が
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
家
す
。
家
庭
と
地

域
社
会
が
嘔
力
し
あ
っ
て
子
膏
て
を
行

っ
て
い
け
る
よ
う
な
譏
糲
つ
く
り
&
遥

め
本
司

圏
足
立
区
の
児
一

と
家
庭
を
め
ぐ
る
状

況
第
2
3
回
足
立
区

政
に
関
す
る
世
論
講

齏
か
ら
区
民
の

意
識
状
況
を
分
析
・
検

討
す
る
と
、
今
繊
も
当
区
の
少
子
化
は

持
続
す
る
と
思
わ
れ
棗
す
。
そ
し
て
、

人
口

は
飯
少
の

傾
向

を
た
ど
り

な
が

ら
、
世
帯
数
は
番

実
に
増
加
す
る
煩
向

を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世
帯
あ

た
り
実

員
は
轜
小
傾
向
に
あ
り
、
高

齢

単
身
世
帝
の

増
加

と
少
子
世

帯
化

が
、
根
霍
旅
化
の

進
行
眥

冫
か
が
わ
せ

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

そ
し
て
。
全
体
的
な
幼
児
人
口
の
減

少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女

性
就
労
の
増

加
に
よ
り
、
保
育
需
脣
は
増
大
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
本
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
り
。

区
民
や
各
機
関
の
関
係
者
で
行
っ
た
思

談
会
で
は
、
地
域
社
会
で
の
家
庭
や
佃

人
の
孤
立
化
が
進
み
、
育
児
知
識
が
継

承
さ
れ
に
ミ
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
家

厩
で
の
児
重
の
養
育
機
能
の
低
下
が
み

ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
s
C
た
。
そ

の
中
に
は
「
た
ま
り
場
不
足
」
等
、
子

ど
も
た
ち
膏
の
ぐ
る
環
境
の
間
耀
や
、

子

育
て
中
の
母

親
か
ら
寄
せ
ら

れ
た

「
子

ど
も
同
士
、
覃
庭
同
士
が
行
き
来

で
き
る
身
近
な
グ
ル

ー
プ

が
ほ
し
い
」

と
い

う
切
実
な
声
な
ど
が
あ
り

、
総
合

的
な
対
g

策
か

必
侭
と
さ
れ
て

い
ま

す
。

認
可
保
育
所
の
プ
ラ
ン

認
可
保
育
所
『公
亡
・
私
ざ
は
、

区
内
・
`
大
の
保
奇
集
日
と
し
て
健
能
し

て
い
ま
す

。
ま
た

、
長
年
に
わ
た
る
日

常
の

保
介
活
動
を
通
し
て

、
様
々
な
子

ど
も
の
成
長
・
発
達
を
奇
ん
で
宍
i

し

た

。
そ
の
ノ
ウ
(

ウ
を
捉
供
し

、
地
域

の

「
子

育
て
セ
ン
タ
ー
'一

と
し
ア
丶

専

門
性
を
生
か
し
た
相
談
・
援
助
奮

″
い

ま

す
。

も
ち
免

、
整
蠏
さ
れ
た
保
弯
施
・設

と
し
て

、
日
常
の
保
育
水
防
の

向
上
と

嫌
々

な
保
膏
需
嬰
に
積
極
的
に
町

凡
て

い
く
よ

う
体
制
を
堅
偉
し
、
地
斌
に
よ

ス
y
か
た
よ
り

管
な
く
し
て

い
さ
ま

す
。

・

保
育
定
数
の
見
直
し

▽
低
年
齢
児
(
O
戚～
l
斌
)
を
中
心

と
し

た
定
数
見
肛
し

▽
改
修
・
改
築
時
の
定
数
見
直
し

▽
小
規
供
保
弯
所
の
適
正

規
螟
化

艷
保
育
所
の
新
設

今
後
も
保
育
園
入
所
を
希
單
y
人

が
多
い
と

尽

鳩
ま
れ
る
地
域
に
は

、
新

設
も
含
め
て
対
C

し
て
い
く
こ
と

夸
検

討
し
て
い
ま

す
。
地
峨
に
よ
っ
て
は
、

保
育
囀
要
の

伸
び
が
見
込
め
な
い
と
こ

ろ
も
存
在
す
る
た
め
、
公
立
保
宵
所
の

再
編
整
爾
も
進
め
ま
す
。

・

公
設
民
営
型
保
育
所
の
設
一

新
設
や
大

規
模
改
修
(

特
に
低

年
齢

児
の
受
け
入

れ
増
な
ど
で
保
育
所
の
大

規
僕
改
修
が
行
わ
れ
る
な
ど
)

等
の
際

に
、
施
設
設

備
は
区
が
螫
蠏
し
、
そ
の

溽
営
を
疣
間

柱
鈿
福
祉
法
人
に
委
託
す

る
「
公
設
民

営
方
式
」
を
取
昊

れ
て

い
き
本
'
y
。
そ
の
際
は
、
諸
条
件
を
総

合
的
に
倹
討
し
刄

晤
切
に
対
応
を
行
い

李
す
。

・

私
立
保
育
所
の
振
興

私
立
保
育
所
の
経
曾
は
、
そ
の

時
ど

き
の
時
代
の
彫
響
を
受
け
る
面
か

あ
る

た
め
、
そ
の

経
営
基
盤
を
強
化
す
る
こ

と
が
課
珊
と

な
っ
て
い
李
す
。
区
で
は

、

保
宵
水
串
の

向
上
を
目
指
し
、
助

臈
蔓

皿
に
検
討
を
加
i
で

い
き
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
と
な
っ
て
い

な
い
設
置
者
に
は
、
継
続
的
に
安
定
し

た
経
営
が
可

能
と

な
る
ぶ
つ
法
人
化

を

働
き
か
け
ま

す
。

・

特
別
保
育
事
業
の
推
進

▽
0

歳
児
保
育
の

積
極
的
な
取
り
岨
み

▽
産

休
明
け
保
育
の
推
進
(
爾
在
、
公

立
7
ヵ
所
、
私
立
1
0ヵ
所
で
実
厖
)

▽
保

護
者
・
医
師
・
心
理
判
定
員
・
専

門
胴

練
機
関
等
と
連
携
豪
ご
っ
た
障
害

児
と
健
常
児
の
よ
り
濯
男
レ
い
統
合
保

胄
の

推
進
(

現
在
、
公
立
3
2ヵ
所
、
私

立
は

基
本
的
に
全
保
育
所
で
冥
屬
)

▽
午
後
1
時
か
ら
7

時
ま
で
の
延
長
保

育
の
拡
充
(
現

在
、
公
立
6
ヵ
所
、
私

立
1
ヵ
所
で

実
施
)

※
7

時
以

降
に

つ
い
て
は
、
今
後
と
も
検
討

▽
子

冐
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

実
施
(
生

活
環
境

、
子
ど
も
の
発
達
・
発
育
な
ど

の
相
談
受
け
付
け

ご
希
望
す
る
霖

を
保

育
所
に
受
け
入
れ
る
体
験
保
育
)

▽
現
在
実
施
し
て
い
な
い

、
一
時
保
育

等
の

特
別
保
育
の
検
肘

そ
の
他
の
保
育
資
源
の
プ
ラ
ン

認
可
保
育
所
以
外
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
「そ
の
他
の
保
育
賢
原
」と
位
置
付

け
本
y
。保
育
マ
マ
、緊
急
一
時
保
護

制
度
、
保
育
堅
を
小
現
襴
・
家
庭
的
な

環
境
の

中
で
の
鷽
あ

絽
か
な
サ
ー
ビ
ス

奮

皿
供
す
る

施
設
と
し
て

、
可
脆
な
限

り
の
支
援
を
行
う
た
め
、
基
準
の
見
直

し
、
保
膏
水
皿
の
向
上
、
研
修
の

充
実

査
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・

保
育
マ
マ

制
度
(
家
庭
福
祉
員
制
度
)
　

保
育
マ
マ
制
麗
は
、
技
能
ま
た
は
経

験
を
有
す
る
女
性
が
、
そ
の
自
宅
に
お

い
て

乳
児
を

保
育
す
る
制
度
で

す
。
砲

可
保
育
所
の
o

歳
児
保
宵
か
、
施
設
や

人
件
費
等
か
ら
相
当
な
制
約
が
あ
る
中

で
、
そ
の

役
割
は
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
す
本
了
珈
大
す
る
l

歳
児
の
保

育
隔
要
に
対
心
す
る
た
め
、
資
格
娶
降

等
の

基
羣
を
見
直
し
て
、
人
貝
の

拡
充

岑
a

蠍
と
し
て
い
ま
す
。

・

児
童
の
緊

急
一
鉤
保
護
制
度

こ
の
制
度
は
、
保
護
者
が
庚
『
出

産
、
同
居
親
族
の
看
震
等
で
児
奪
を
一

時
的
に
保
育
で
蓆
な
い
婦
合
、
昼
間
に

緊
急
一
蒔
保
護
者
が
保
護
を
行
'
?
も
の

で
す
。

受
託
児
の

年
齢
か
広
範
囲
に
及
ぶ
こ

と
や
家
罌
の

楓
傷
の
問
題
、
い
つ
で
も

対
応
で

き
る

体
制
の
礎
保
等
、
継
続
に

あ
た

っ
て
の

安
定
性
を

確
保
す
る
た

め
、
基
準
の
見
直
し
を
行
い
、
制
度
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・

保
育
杢
の

新
た
な
位
一

付
け

都
・
区
は

、
氾
冕
福
祉
法
上
認
可
さ

れ
て

い
な
い

保
育
施
設
で
、
一
定
の
基

準
に
逮
し
た

施
設
を
保
育
靈
(
無
認
可
)

と
し
て

、
助

成
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

最
近
で
は
特
に
、
縢
休
や

育
休
明
け
で

・認
可

保
育
所
へ
の
途
中
入
所
か
困
難
な

児

童
の
受
け
入
れ
先
と
し
て

、
大
き
な

霞
割
を
欒
た
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、

経
営
上
の
不
安
定
さ
や
設
爾
、
保
育
料

の
問
珊
な
ど
、
見
直
す
必
薺
に
せ
ま
ら

れ
て
い
る
の

が
現

状
で
す
。

そ
こ
で

、
保
育
窒
を
区
の
保
育
資
源

の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
、
施
設
の

機
能
充
実
と

認
可
保
育
所
で
は
応
じ
き

れ
な
い
霹
(

霖

明
け
保
育
等
の
低

年
齢
保
育
・
長
時
問
保
育

二

時
保
育

・
休
日
保
育
等
)
に
応
え
る
施
設
と
し

て
、
一
定
の

助
成
を
行
い
、
運
営
の

安

定
化
を
叉
授
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新

た
な
指
導
基
準
を
設

定
し
、
そ
れ
に
応

じ
た
助
成
策
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

・

非
t

型
・
非
施
設
型
の
保
育
サ
ポ
ー

▽
「
駅
型
保
弯
所
」
へ
の
対
S
・・・
駅
ピ

ル
や
駅
に
隣
接
す
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等

の
通
勤
に
便
利
な
場
所
で
、
保
齋
泌

仔

う
屬
貎
を
「
駅
型
保
育
所
」
と
し
て

、

厚
生
省
の

外
郭
団
体
で
あ
る
「
こ

ど
も

未
来
財
団
」
が
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
助
虞
を

受
け
る
に
は
①
駅
型
保
齊

施
段
岑
a

営
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

社

会
嵋
祉
法
人
や
民
間
企
業
が
運
営
し
て

い
る
②
駅
ビ
ル
や
駅
に
隣
接
す
る
ピ
ル

な
ど
の
通
勤
に
便
利
な
場
所
に
設
置
さ

れ
て

い
る
③
施
設
や
職
員
の
水
準
か
確

保
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
の
条
件
を
鞨
た

し
て

い
な
け

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
区
で

は
、
開
般
し

た
い
と
い
う
相
鮫
が
あ
っ

た
場
合
の

助
言
等
を
行
い
ま
す

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

ー
シ
ス
テ

ム
・・
・
『
育
児
の
援
助
を
行
い
た
い
人

』

と
「
育
児
の

援
助
を
受
け
た
い
人

」
で

会
貝
岨
皐
を
作
り
、
地
域
で
膏
児

に
閲

す
る
相
互

援
助
を
行
う
y
』と
夸
支
纉
す

る
制
度
で

す
。
突
然
の
洩
業
や
不
規
則

勤
務
の
た
め

、
保
育
施
設
等
に
迎
え
に

い
く
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
頼
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
相
百
援
助
活
励
の
あ

っ
旋
や
講
習
会
等
を
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ

ー
ト

ーセ
ン
タ
ー
の

開
設
も
目

標
と
し
て
い
ま
す

▽
在
宅
型
保
育
・・・
現

在
、
防
問
サ
ー
ビ

ス
は
、
ひ
と
り
観
家
庭
に
対
す
ス
I
T

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
年
度
途
中
の
保
育
需
要

に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
型
の
保
弯
サ
ー
ビ
ス
を
椣
討
し
て

い
奮

孑

子
育
て
支
援
の
プ
ラ
ン

前
述
し
た
r

子
育
て
」
の
紅

会
的
状
況
の

も
と
、
今
後
の
施
策
は
、

特
定
の
児
童
の
み
で
は
な
ぐ
、
す
べ
て

の
子
ど
も
と

覃
厩
を
対
象
と
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
衂
域
の

子
育

て
唇
勣
の

弩
成
と
し
て
、
子
ど
も
と
覃

庭
が
安
心
し
て
地
域
の
中
で
生
活
で
き

る
ぶ
つ
、
近

隣
の
相
百
稷

助
活
動
の
叉

椶
も
必
竇
と

な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
峇
巵
用

し
、
問
題
の

あ
る
ケ

ー
ス
を
早
期
に
発

見
す
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り

が
大
切
で

す
。
そ
し
て

、
子
ど
も
自
身
の

意
見
を

尊
皿
す
る
た
め
、
子
ど
も
か
ら
の
相
談

を
受
け
付
け
る
こ
と

も
必
要
と
な
っ
て

孝
豕
す
。
あ
わ
せ
て

、
区
内
の
既
存
施

畋
を
子
育
て

支
援
施
設
等
と
し
て

、
積

極
的
に
有
効
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

・

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

社
会
状
況
の

変
化
に
よ
っ
て
。
家
庭

や
地

域
で

育
児
に
悩
む

俣
霞
者
か
増

加
。児
童
相
談
所
や
福
祉
事
筋
所
に
は
、

年
少
者
の

妊
娘
問
題
、青
眼
放

棄
問
靱

。

風
俗
問
堋
等
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ネ
ず
。

区
で

は
、
福
祉
サ
イ
ド
の
相
談
機
関
だ

け
で

な
く
、
保
健
所
、
教
育
相
談
所
、

保
育

所
等
で

も
様
々
な

相
談
に
応
じ

て
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。

現
在
、
私
立
保
膏
所
I
カ
所
で
「
す

こ
や
か
相
談
」
を
奥
施
し
て
い
ま
す
。

育
児
に
関
す
る
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、
地
霞
の
身
近
な
施
般
(
保
育
所
)

で
の
、
保
護
者
に
負
担
際
を
与
え
な
い

子
膏
て
相
談
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
1
3
年
度
ま
で
に
は
、
す
べ
て
の
公

立
保
育
所
右
`
立
保
拷
所
&
カ
所
で
の

実
施
を
目
棟
と
し
て
い
ま
す
。

・

施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
子

育
て

サ
ー
ク
ル
の

育
成

保
畊
所
や
児
冀
館
の
事
業
等
で

。
お

互
い
に
学
び
あ
い
。
励
ま
し
唇
a

峩

同
士
の
グ
ル

ー
プ
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
央
本
町
保
健
相
談
所
を

中

心
と
し
た
「
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」

や
教
育
委
貝
;
<
Rの
「
子
膏
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
の

餮
臈
な
ど

、
子
齊
て
支
援
の

活
助
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て

柑
取
を
効
果
的
に
進
め
る
た

め
に
は
、
活

勣
す
る
関
係
餓
関
の

相
談

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
く
ら
れ
て
い

る
こ

と
が
大
切
で

す
。

あ
わ
せ
て

、
子
膏
て
中
の
人
も
地
域

哭

も
、子
ど
叭
1

通
し
て
知
り
合
い

、

交
流
を
深
め
支
え
あ
う
地
域
社
会
も
つ

く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

・

子
育
て
支
援
の
拠
点
整
偉
と
相
談
機

能
の
充
実

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
・・・
地
域

に
根
ざ
し
た
児
童
福
祉
を
行
う
た
め
に

は
、
総
合
脚
塵
機
能
を
持
つ
セ
ン

タ
ー

の
設
置
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で

は
、
子

育
て
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け

る
、短
朋
間
や
夜
間
に
児

窶
を
預
か
る
。

佃
々
の
利
用
者
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る

、
子
弯
て
サ
ー
ク

ル

ーポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
支
授
・
育
虞
な
y

萎

行
い
ま
す

▽
子
育
て
セ
ン
ター
・
・
・
叉
援
セ
ン
タ
ー

よ
り
も
狹
い
地
峨
で
、子
膏
て
相
談
と

子
育
て
講
座
等
を
行
い
ま
す
。よ
り
易

近
な
と
こ
ろ
で
、親
子
か
気
軽
に
集
ま

っ
て
遊
び
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

で
零
る
サ
ロ
ン
的
な
場
所
&
軣
供
。
1
3

年
度
ま
で
に

、
i
力
所
の
設
置
を
目
標

に
し
て
い
ま
す

・

子
ど
も
の
S

待
防
止
と

人
櫂
の
確
保
　

子

ど
も
の
膚
待
等
に
お
い
て
、
緊
急

保
躓
や
観
子
の
緊
急
分
離
を
行
う
y
』と

は
、
困
難
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
行

の

法
制
度
の
中
で

、
子
ど
も
の
緊
急
保

躓
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
の
は
児
皿
柤

談
所
に
お
け
る
一
時
保
護
の
制
度
の
み

と
な
っ
て
い
ホ
孑

。

今
餓
は
、
虐
待
を
発
見
し
た
と
き
の

通
報
シ
ス
テ
ム
や
精
子
の
緊
急
分
曜
の

た
め
の
よ
り
癶
ゐ

紐
か
い

法
律
等
。
子

ど
も
に
対
す
る
法
制
度
の

確
立
を
国
に

要
贇
し
て
い
膏
i

す
。
関
係
機
閲
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
い
、
予
防

・
早
朋
発
見
・
家
族
の

支
援
等
黔
砥

合

的
に

迎
め
ま
す
。

・

医

療
支
援
の
充
実

発

達
の
遅
れ
や
そ
の

疑
い
の
あ
る
乳

幼
児
の
相
談
や
佃
別
指
導
、
通
所
馴
練

を
行
う
療
齊
機
関
と
し
て
、
東
部
障
害

繃
祉
縁
合
セ
ン
タ
ー
(
幼
児
通
所
馴
練

事
業
)
が
あ
り
ま
す

。
身

体
障
害
の
疑

い
の

あ
る
乳
幼
児
に
は

、
保
健
所
で
も

『4

応
障
害
児
食
弯
医

亰
』
冫
一
火
扈

今
後
も
療
弯
機
関
の
機
能
と
関
係
陂

関
と
の
連
携
を
強
化
し
、障
害
児
璽
の

療
弯
支
珊
を
充
宙
じ
て
い
岑
岑
y
。

瀰
児
宣
の
健
全
膏
成
の
た
め
の
諸
制
度

の
充
実

▽
乳
幼
那

医
療
費
助
成
制
度
の
充
実
・・
・

こ

れ
は

、O
歳
か
ら
3

蔵
禾
満
の
乳
幼

児
の
い
る
覃
既
に
医
療
・証
を
交
付
し

、

対
象
者
か
病
院
等
の
窓
口
で
こ
の
医
原

柾
を
提
示
す
れ
ぱ

、
受
診
時
に
保
険
給

付
に
伴
う
一

耶
負
担
金
を

支
払
わ
な

い

、
現

初
鵬
付
方
式
を
棊
本
と
し
た
制
7

▽
ひ
と
ひ
霖
家
庭
へ
の
支
援…
現
在
g

で
行
っ
て
い
る
の
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
の
助
成
、
ひ
と
り
観
冢
庭
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、ひ
と
ひ
親
家
庭
住

み
鰆
え
家
賃
の
助
成
、ひ
と
り
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム
で
司
今
晩
は
、
こ
れ
ら

の
蘇
及
を
!
り
、
援
助
を
必
要
と
す
る

ひ
と
り
観
家
庭
が
、
気
軽
に
相
談
で
き

る
窓
口
と
し
て
、
福
祉
事
務
所
等
の
体

制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
手
続
き
の

簡
素
化
蓍
'
一
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が

わ
か
り
や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
、
地
峨
の
民
生
委
目
・
主
任
児
巍
委

貝
と
の
璢
搆
と
協
力
体
制
を
強
め
て
い

き
ま
す
I

足
立
区
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
…
…

児
童
福
祉
課

福
祉
郎
剛
参
事
(
保
育
計
画
推
進
)

―

「足立区エンゼルプラン」の施策体系

健や かに子どもを 生み育 てる環境 づくり
・- - k==- =- ㎞・====- =- = ・- - - =-

基本理念

⑩子どもを持ちたいと繼

う人々が安@して子宵て

のできる屬羹づくり

e 子どもか7 人の人月

として尊耋さ衣る履滴

づくり

e子どもの燻畏や子青て`

支援のための地簟社会の

協力による体制づくり ノ

計画の柱

①安6 して子壽てのできる

彊洫づくり

②女性の多様な就労形態に

対廊できる様、認可保爾所

の充実と「その他保青資源」

の活用

@ 子青てに闢する相談と支

援 ● 匐の充実

子胃てと仕事の両立支黷 家裁 や 仙 皿 にお け る 子 青て 支 麦

1。・9 ・ ● 蓆フラン 2。その他保青青黷フラン 3 。子育て支援プラン

( 1) 保 育 定 数 の 見 ● し

( 2) 保 冐 所の 新 設

( 3) 公 設 民 営 型 保 青 所 の 殷

置

( 4) 私 竹 保 宵 所 の 振 興

( 5) 特 別 保 育 事 業 の 准 進

( 1) 保育ママ制度

( 2) 咀● の緊急一冊保贋制

慶

( 3) 保育靈の新たな位置付

け

( 4) 霽定型・非施設型の保

育サポート

( 1) 騰 ㈹ 歔 支 鑚フt l ク ラx
』( 2)

㎜a 羚 ツト ワ ー ク と　t

螽t 7- ン ル@ 穐 瞋

( 3) 子 夸i 二支 嬲e 露 点 里 攤　

一 一

・・・- 一 一 ・ ヽ

御 帳 聹

( 5) ● 可x=a 充 廣

( 6) ● s 高 擒a ・ めg-

敬 疸 充 実
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本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

9
年
度
新
規
通
所
者
募
集

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、9
年
度
新
規
通
所
者
を
左
表

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
幼
児

指
導
佩
は
、2
月
に
通
所
者
の
募
集
を

行
い
ま
す
。
障
害
者
専
門
相
談
・
リ
ハ

ビ
リ
通
所
訓
練
は
、
随
時
・
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

新規通所者募集内容

高
齢
者
向
き
の

仕
事
を
募
集

区
の
授
産
場
で
は
、
高
齢
者
に
適
し

た
仕
事
(
箱
折
、
袋
詰
め
、
紙
折
な
ど

の
手
加
工
作
業
)
を
継
続
的
に
発
注
し

て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
先
1
千
住
元
町
授
産
場

酋
(
3
8
8
1
)
5
5
4
8

青
井
授
産
湯

酋
(
3
8
8
9
)
0
6
8
1

9
年
4
月
に
入
園
・
転
園
を

希
望
す
る
保
育
園
児
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

お
子
さ
ん
の
新
規
入
園
を
希
望
さ
れ

る
方
や
、住
所
の
移
動
な
ど
に
よ
る
転

園
を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。受
付
期
間
1
1
9
一
月
2
日
～

1
6日
(
申
請
書
は
1
1月
2
0日
か
ら
各
福

祉
事
務
所
ま
た
は
区
民
事
務
所
の
窓
口

で
配
布
中
)
申
請
に
必
要
な
も
の
=
平

成
7
年
分
所
得
税
額
が
わ
か
る
も
の

(源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書
控

え
)
。平
成
8
年
分
所
得
税
が
確
定
し
だ

い
、
平
成
8
年
分
の
も
の
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
/
平
成
8
年
度
固
定
資

産
税
を
証
明
す
る
書
類
(
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
み
)
/
印
か
ん

申
・
問
先
=

住
所
地
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務
所

(表
2
・
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧表2　 福祉事務所の管轄区域

綾瀬福祉園・足立あかしあ園
9年度新規通所者募集

綾瀬福祉園・足立あ かしあ園では、9 年度
新規通所者を下表のとおり募集します。

新規通所者募集内容

保 育 園 一 覧 平成8 年4 月1 日現在

公は公立保育圓、私は私立怩育 ● 、民は公観民営の保育 ■ で寸。( 仮称) やよい保育 ● と( 仮称) あやせ保育 ■ は、平成9 年4 月1 日鬨藝予定です

★印の保育 ■ は産休明け( 57 日目以算) 摺霆 ■ です。 そのほかの0 麿兒鬼定 ● は6 ヶ月以上の児 ● が対象になります 。

両親の就労爨胃 辱の都合で、午後7 時まで藪長保育できる保育I もあり ます。1 繼6 ヶ 月以上の児童が対象。 鮨定 ● についてはあ同い合わせく ださい

● 足立養護学校20周年記念バザー日時- 12月8日( 日) 、午前10時～午後2時場・問先一都立足立養護学校爾花畑5―24―2903850―6066



1996 年( 平成8 年) 11 月25 日 あ だ ち 広 報 第1149 号( 7)

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

家
族
介
護
者
教
室

各
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

表
3
の
と
お
り
家
族
介
護
者
教
室
を
閲

催
し
ま
す
。

日
程
等
―
表
3

費
用

―
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

各
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

該
当
す
る
方
は
申
請
を

ひ
と
り
親
医
療
証

8
年
に
は
所
得
制
限
を
超
え
て
い
た

方
で
、9
年
は
⑤
医
療
証
を
受
給
で
き

る
方
は
、
卜一月
2
日
以
降
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。9
年
1
月
1
日
か
ら
使

え
る
⑤
医
療
証
を
1
2月
末
に
お
送
り
し

ま
す
。

問
先
l
児
童
医
療
係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や

、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

次
の
保
育
園
で
は

、
経
験
豊
か
な
保
母

が
育
児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

。
安
心

し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
よ
う
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。(秘
密
厳
守
)
相

談
方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接
で
す

。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

―
▽
興
野
保
育

園
(

西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
)

・・・
毎

週
月
・
木
曜
日

霤
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
1
-
1
0
)

…
毎
週
火
・
金
曜
日

豐
(
3
9
1
1
)
0
9
6
`
j

▽
東
保
育
園
(
東
和
5
1
5
1
2
3
)
・
:

毎
週
水
・
土
曜
日

酋
0
5
0
(
1
0
8
)
3
8
6
Q

″

※
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5
時

間
先
―
保
育
振
興
係

国
保
・
年
金

高
額
療
養
費
の
支
給

高
額
療
養
費
と
は
、
同
じ
人
が
同
じ

月
に
同
じ
病
院
等
で
治
療
を
受
け
、
支

払
っ
た
診
療
費
が
一
定
の
金
額
(
自
己

負
担
限
度
額
)
を
超
え
た
と
き
に
、
申

請
に
よ
り
超
え
た
金
額
が
国
保
か
ら
戻

る
制
度
で
す
。

自
己
負
担
限
度
額
―

6
万
3
千
瞋
円
/
住
民
税
非
課
税
世
帯

3
万
5
千
椢
円
申
込
―
高
額
療
養
費

に
該
当
し
た
世
帯
に
は
、
診
凍
月
か
ら

2
～
3
ヵ
月
後
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
。
申
請
書
が
届
き
ま
し
た
ら
国
保
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
(
郵
送
で
も
可
)

申
・
問
先
―
国
民
健
康
保
険
課
保
険
給

付
係ね

ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
-
1
2
月
4
日
(
水
)
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

鳩
所
―
足
立
区
役
所

・
国
民
年
金
課
前

問
先
1
国
民
年
金

課
推
進
係

安
心
な
老
後
に
国
民
年
金
!

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

2
0歳
(

学
生
を
含
む
)

か
ら
6
0
歳
ま

で
の
方
は

、
必
ず
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
・
共
済
組
合
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

▽
加
入
・・・
ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
方
、
会
社
な
ど
を
や
め
て
厚
生
年
金

等
の
資
格
を
喪
失
し
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
方

、
自
営
業
に
な
っ
た
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

▽
喪
失
…
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
が
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
等
に
加
入
し
た
時
は
、
国
民
年
金
を

や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す

▽
3
号
:
庫
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
方
は
、

手
続
き
を
す
る
こ
と
で
国
民
年
金
第
3

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す

問
先
1
国
民
年
金
課
適
用
係

表3　 家族介護者教室　12・1 月分

※男性介護者教室のみ場所は東和センター

生
活
環
境

花
畑
北
部
地
区
の
用
途
地
域
・
地
区

等
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

都
と
区
で
は
、
花
畑
北
部
地
区
の
用

途
地
域
・
地
区
お
よ
び
地
区
計
画
に
つ

い
て
変
更
(
決
定
)
し
、1
0月
1
4日
に

告
示
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
関
係
図

書
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
用
途
地
域
・
地
区
の
変
更

▽
東
京
都
市
計
画
用
途
地
域

▽
東
京

都
市
計
画
高
度
地
区

▽
東
京
都
市
計

画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域

▽
東

京
都
市
計
回
特
別
工
業
地
区

圏
地
区
計
画
の
決
定

▽
東
京
都
市
計
回
地
区
計
画
花
畑
北
部

地
区
地
区
計
回

-

い
ず
れ
も
I

区
域
―
花
畑
一
丁
目
、
花
畑
二
丁
目
、

花
畑
六
丁
目
、
花
畑
七
丁
目
、
南
花
畑

四
丁
目
お
よ
び
南
花
畑
五
丁
目
の
各
地

内

縦
覧
場
所
=
都
市
計
画
係

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
　
綾
瀬
駅
周
辺

撤
去
さ
れ
る
と
引
き
取
り
の
時

2
千
円
を
徴
収
さ
れ
ま
す

区
内
各
駅
周
辺
珈
m

以
内
を
自
転
車
の

放
置
禁
止
区
域
に
指

定
し
て
い
ま
す
。
禁

止
区
域
に
放
置
さ
れ

た
自
転
車
は
撤
去
し

て
駅
ご
と
の
自
転
車

移
送
所
に
運
び
保
管

し
ま
す
。
引
き
取
り

の
時
に
は
撤
去
料
2

千
円
を
徴
収
し
て
い

ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
:
こ

「
面
倒
く
さ
い
…
」

で
放
置
し
た
あ
な
た

の
自
転
車
が
街
の
大

き
な
迷
葱
に
な
っ
て

い
ま
す
。
駅
に
近
い

方
は
で
き
る
だ
け
徒

歩
で
、
自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、

必
ず
決
め
ら
れ
た
自
転
車
置
き
場
に
置

い
て
く
だ
さ
い
。
最
近
、
盗
難
自
転
車

の
駅
前
放
置
が
増
え
て
い
ま
す
。
盗
ま

れ
た
時
に
は
す
ぐ
警
察
に
盗
難
届
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
自
転
車
に
は
防
犯
登

録
を
す
る
と
と
も
に
住
所
と
名
前
を
記

入
し
ま
し
ょ
う
。

区
営
有
料
駐
車
場

▽
綾
瀬
東
駐
車
場
…
綾
瀬
3
-
1
1
1
6

登
(
3
6
0
5
)
2
5
6
3

▽
綾
瀬
西
駐
車
場
・・・綾
瀬
4
-
1
1
1
1

登
(
3
6
2
8
)
3
9
0
7

▽
綾
瀬
南
駐
車
場
・
:綾
瀬
2
1
2
5
-
4

先

登
(
3
8
3
8
)
2
5
0
6

▽
綾
瀬
北
駐
車
場
…
綾
瀬
3
1
2
2
-
1
4

豐
(
5
6
8
2
)
2
7
1
ワ
`

▽
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
綾
瀬
・
:
綾
瀬
3
-
9

酋
(
5
2
4
4
)
7
3
1
3

・

区
営
無
料
駐
車
場

▽
綾
瀬
袋
橋
駐
車
場
・・・
綾
瀬
2
-
1
8
-
4

先
圏
民
営
駐
車
場

▽
清
水
駐
車
場
…
綾
瀬
4
-
1
1
8

豐
(
3
6
0
5
)
8
5
6
2

▽
中
川
駐
車
場
・
:
綾
瀬
4
-
I
-
6

a
(
3
6
0
5
)
8
5
3
9

▽
関
口
運
輸
・
:
東
峻
瀬
1
-
1
-
2
7

登
(
3
6
0
3
)
8
8
1
2

綾
瀬
駅
前
放
置
自
転
車
撤
去
先

北
綾
瀬
移
送
所
・・・
谷
中
l
j
8
-
1
0

先

問
先
=

自
転
車
係

綾瀬駅周辺自転車放 置禁 止区 域

住
居
表
示
実
施
案
を

公
示
し
ま
す

区
で
は
、
便
利
で
わ
か
り
や
す
い
町

を
つ
く
る
た
め
に
、
住
居
表
示
を
進
め

て
い
ま
す
。
次
の
地
域
に
お
い
て
、9

年
1
0月
に
実
施
す
る
予
定
で
準
備
中
で

す
。
実
施
案
は
1
1月
2
5日
か
ら
1
2月
2
5

日
ま
で
公
示
し
ま
す
。
公
示
艾
の
写
し

は
住
居
表
示
担
当
お
よ
び
伊
興
区
民
事

務
所
の
窓
口
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

対
象
―
伊
興
町
前
沼
の
一
部
、
東
伊
興

町
の
一
部
、
伊
興
町
狭
間
の
一
部
、
伊

興
町
五
庵
、
伊
興
町
本
町

問
先
―
住

居
表
示
担
当

掲
示
板

足
立
労
働
基
準
監
督
書
か
ら
の
お
知

ら
せ

▽
「
知
っ
て
い
ま
す
か
?
あ
な
た
の
街

の
、
君
の
職
場
の
最
低
賃
金
」

1
0
月
1
日
か
ら
、東
京
都
最
低
貫
金

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。最
低
黄
金
は
、

日
額
5
千
2
5
2
円
、時
間
額
s
円
で
す
。

都
内
の
使
用
者
は
こ
れ
よ
り
低
い
金
額

で
労
働
者
(
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等

を
含
む
)
を
使
え
ま
せ
ん
。
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

▽
ゆ
と
り
創
造
月
間

1
1月
は
、
ゆ
と
り
創
造
月
間
で
す
。

労
働
時
間
の
短
縮
は
、
豊
か
で
ゆ
と
り

あ
る
国
民
生
活
を
実
現
し
、
魅
力
あ
る

職
場
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
も
避
け

て
通
れ
な
い
国
民
的
な
課
題
で
す
。
週

休
2
日
制
や
週
4
0時
間
労
働
制
を
推
進

し
て
、
活
力
と
ゆ
と
り
あ
る
「
ゆ
と
り

創
造
社
会
」
の
実
現
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、9
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
週
4
0

時
間
労
働
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
監

督
署
で
は
「4
0時
間
で
始
め
よ
う
。

豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
1
1月
2
1日
か
ら
の
1
0

日
間
、「
週
4
0時
間
旬
間
」
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
所
定
労
働
時
間
の
見
直
し

や
就
業
規
則
の
改
正
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
足
立
労
働
基
準
監
督
署

a
(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

圈
税
を
知
る
週
間
・
特
別
講
演
会
(
無

料
)

日
時
I
H
月
2
8
日
(
木
)
、午
後
3
時
～

5
時

場
所
=
勤
労
福
祉
会
館
(
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
)

内
容
=
「
揺
れ
勳
く
内

外
嘴
勢
と
こ
れ
か
ら
の
政
局
の
ゆ
く

え
」

講
師
―
中
村
慶
一
郎
氏

定
員
=

先
着
旛
名

申
込
=
当
日
会
場
へ

問
先
=
足
立
税
務
署

?
3
8
7
0
)
8
9
1
1

第
5
回
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
凡
に
一
月
3
日
～
6
日
、午
前
1
0
時

1
午
後
4
時
3
0分
(
最
終
日
は
午
後
2

時
)

場
所
=
都
庁
第
2
本
庁
舎
―
、2

階
ホ
ー
ル

内
容
―
盲
・
ろ
う
・
養

護
学
校
、
心
身
障
害
学
級
の
教
育
内
容

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、教
材
教
具
、

児
童
・
生
徒
の
作
品
展
示
や
作
業
学
習

等
の
実
演
を
行
い
ま
す

問
先
―
都
・

教
育
庁
学
務
部
義
務
教
育
心
身
障
害
教

育
課

き
(
5
3
2
0
)
6
7
5
`
囑
}

エ
ア
テ
ィ
ザ
ー
(
ス
タ
ン
ガ
ン
)
を

お
持
ち
の
方
ヘ

エ
ア
テ
イ
ザ
ー
は
、
電
極
を
発
射
す

る
機
能
を
有
す
る
危
険
な
も
の
で
、
法

律
上
空
気
銃
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
、
所
持
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
所
持
し

て
い
る
方
は
速
や
か
に
。
最
寄
り
の
薯

察
署
に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
―
綾
瀬
響
察
署

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

西
新
井
響
察
署

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

千
住
警
察
署

一一
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

〈対象 地 域 お よ び 新 町 名 〉

1平 成8 年 分 の 申 告 所 得 税 予 定納 税第 二 期 分 の 納 税 の時 期( 12 月2 日 納 期 限) で す 納税には、自動的に納税ができる「口座振替」が便利です。口座振替は、嚴
寄 り の 金融 機 関 へ お 申し 込 みく だ さ い 。 問 先 一 足 立 税 務 署B3870 ―8911 西新井税務署 酋3840- 1 川
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区
議
会
　
第
4
回
定
例
会

次
の
と
お
り
、
区
議
会
第
4
回
定
例

会
が
開
会
さ
れ
ま
す

。
本
会
議
お
よ
び

委
員
会
は
公
開
し
て
い
ま
す

。
な
お
傍

聴
席
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
会
議

日
時
-
1
2
月
3
日
～
5

日
・
1
0日
・
2
0

日
、
い
ず
れ
も
午
後
1

時
か
ら

委
員
会

日
時
―
総
務
委
貝
会
…
1
2
月
6
日
/
区

民
委
員
会
…
1
2
月
9
日
/
議
会
運
営
委

員
会
…
杪
一
月
1
0
日
・
1
9
日
/
厚
生
委
員

会…
卜
一
月
1
1
日
/
建
設
委
員
会
;
-
狎
一
月

杓
‘日
/

都
市
環
境
委
員
会
・
:
1
2月
1
3
日
/

文
教
委
員
会
・
:
1
2月
1
6日
/

交
通
機

関
誘
致
対
策
特
別
委
員
会
…
卜一
月
1
7
日

(
以
上
の
各
委
員
会
は

。
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
か
ら
)
/

本
庁
舎
跡
利
用
建
設

画
調
査
特
別
委
員
会
…
1
2月
1
7日
/

行
財
政
改
善
調
査
特
別
委
員
会
…
1
2月
1
8

日

※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0分
か

ら

問
先
―
区
議
会
事
務
局

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

区
内
に
は
、日
本
語
が
わ
か
ら
ず
に

困
っ
て
い
る
外
国
人
や
帰
国
者
が
大
勢

い
ま
す
。講
座
終
了
後
、そ
う
し
た
方

に
日
常
会
話
を
教
え
る
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。日
時
=

1
月
～
杪
一
月
の
毎
週
金
曜
日
(
全
3
3

回
)
、午
後
2

時
～
4

時

対
象
1
区
内

在
住
・
在
動
・
在
学
の
方
で
1
2
月
1
3
日

の
説
明
会
に
参
加
で
き
る
方

講
師
9

酒
入
郁
子
氏
(

日
本
語
学
校
教
師
)

定
員
ふ
J

人

費
用
=

テ
キ
ス
ト
代
実

費
負
担
(
3

千
円
程
度
)

申
込
―
往

復
(
ガ
キ
に
住
所

、氏
名
(
フ
リ
カ
ナ
)
、

年
齢
、
電
話
番
号

、
希
望
理
由
、「
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

」
と
明
記

期
限
=

1
2月
5
日
必
着

※
説
明
会
当
日
に
公

開
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

場
・
申
・

問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3梅

田
7
-
3
3
-
1

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

人
権
問
題
を
考
え
る

「
講
演
と
映
画
の
集
い
」

人
権
問
題
を
よ
り
正
し
く
理
解
し
、

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
、
「講
演
と
映
画
の
集
い
」を
閧

催
し
ま
す
。ま
た
、区
内
小
・
中
学
生

の
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
も
行
い
ま
す
。日
時
=
1
2
月
1
0
日

(
火
)
、午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
4
5
分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
(
中
央
館

2
階
)

内
容
=
講
演
「
路
地
裏
の
人

権
」
講
師
・
田
中
正
人
氏
(
読
売
新
聞

社
解
説
部
次
長
)
/
映
画
「
贈
ら
れ
た

湯
飲
み
茶
碗
」/
第
1
3回
人
権
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
表
彰
式

問
先
1

同
和
対
策
担
当

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

世帯と 人口( 8 年11月1 日 現在)
世 帯264, 4941
人 口636, 700 人
男322, 625 人kX
j
-

人

情 報 コ ー ナ ー

暮らしっくスクール公開講座

「森にかよう道、時 間と自然のなかで」
コンピューターなどの情報機器

にかこまれ、時間という概念が希
薄となってきたこの現代。そして、
便利になり、何でも在るのが当然
といった暮らし。都会で暮らして
いるわたしたちは、なにかを無く
しつつあるのではないでしょうか
?日時- 12月12日( 木) 、午後6
時30分～8時30分場所一エル・
ソフィア 対象一区内在住・在勤
の方 講師一内山節氏( 哲学者) 　
定員- 40 人( 先着順) 費用一

無料 申込一電話 申・問先一鉤

費者センターB3880
―5385

しめ飾りつくリ教室
足立の農家の副業であったしめ
飾りつくりにちなみ、簡単につく
れる「輪飾り」をつくります。手
づくりのしめ飾りで新年を迎えて
みませんか。日時- 12月15日
( 日) 、午後2時～4時対象一小
学4 年生以上 定員- 30 人( 抽選)
費用一無料 申込一往復ハガキ

に住所、氏名、年齢、電 話番号。
「しめ飾りつくり教室希望」と明
記 期限- 12 月5 日必着 場・申
・問先一 郷土 博物館 〒120 大谷

田5 ―20―1HT3620 ―9393

お楽しみくださ い 12月の区内各種展示
こ ども 科学館 イベ ント ホー ル

▽ 1日・2日、5日～12日、13日～
17日…区立小学校連合展覧会

▽ 20日～22日…足立働くものの写
真絵画展 ▽ 26日・27日…第24回
足 立区中学生環境保全ポスター展
問先- こども科学館

S5242 ―8161

西 新井区 民 ギャラリ ー

▽ 1日・2日・・・足立水彩画水曜会　
▽ 9日～16日・・・足立区教職員美

術展 ※ 27日パート職業・内職相
談は都合により中止となります。
初日と最終日は、搬入出作業のた
め展示時 間は、お問い合わせくだ
さい 問先一西新井区民ギャラリ
ー( 西新井 駅東ロサティ4 階・火
曜日休館。&3S52 ―3251

○ こども科学館
(栗原1- 3- 1)

○ 西新井区民ギャラリー
(西新井駅東ロサテ ィ4 階)

プチテラス・野外ギャラリー
● 千住宿歴史プチテラ ス
▽ 1 日・7 日・8 日・14日・15日
・21日・22日・28日…や っち ゃば
の風俗展
● 綾瀬野外ギャラリー
▽ 1日～31日…油絵展

-い ず れ も ー

問先- まちづくり 公社
03880 ―5700( 直通)

○ 千住寉歴史プチテラ ス
(千佳河原町21- 11)

○ 綾瀬野外ギャラリー
(綾瀬3- 1)

叺鋤無料7展汞を希望
する方は、それぞれの
皿j

住 区健 康フェ スティバ ル

まちも元気、わたしも元気
明るく元気で心豊かに過ごすこ
とは、私たちみんなの願いです。
住区健康フェスティバルでは、

パネル展示や計測、健康相談、血
液・尿検査等を 行い ます。この機
会に、自分の健康状態を知り、生
活環境を見直し てみませんか。
日程12月8日( 日) 受付時間一

午後15*30: 分～3時30分場所一
保塚住区 センターt t 3858 ―1876
費用一無料 申込一当 日直接会場

へ 問先一足立保健所

B3855 ―4151

ご利用ください 区民相談室
区では、区民の皆さんに役立つ
各種相談を 行っています。困った
こと や心配 なこ とがあ り まし た
ら、お気軽にご利 用ください( 相

談無料・秘密厳守)。
問先一区役所北館2 階・区民相談
室 〒120中央本町1- 17- 1
03880 ―5111㈹

● 土曜・日冒・ 祝日はお 休みです
O 住宅修繕等をお 考えの方 へ、区内 建築業 者の連合団 体を通じ 施工業者を紹介し ています
電話でお申し込 み下さい

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています O. T. C　270, 000


